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であった｡ ロシア革命は,資本主義世界が ｢上昇的｣ではなく ｢下降的｣ とな
った時代- 帝国主義戦争と社会主義革命の時代- の産物であったがゆえに,























る ･社会は自然的な発展の諸段階を跳びこえることも法令で取 り除 くことも
できないoLかし,その社会は,分娩の苦痛を短くし緩和することはできるの
である｡｣2)最近,芝田進午氏も, ｢この命題は,中国の 『文化大革命』からベ






































6) 藤EP敬三編 『人 福井孝治』93～94べ-ゾ｡






















































10) レーニン. ｢第11回党大会報告｣ 『全集』第33巻,283ページ｡
ll) 同上,293-294ページ｡
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卜制度をもとにして,他の国民に追いっ くために前進 してはいけないのであろ
うかoJ12)L,-こ ./の不幸は,この命題が他の片言隻語とともに,彼の後継者た
ち- Tかつての知識人にかわって,行政的有能 と粗野を兼備 し,上からの規
























｢社会主義革命の退行可能性｣にかんするノー ト (75) 75
理的に決してありえないことではなく ･このような場合,大衆から 『遊離 し
た』カー ドル労働者は,指揮者たる職務上の同僚のような文化的な層に同化 し,




｢ミ.7ヴ7ソ ･ジラスの 『新 しい階級』が,階級のカテゴリーを修正 してそれ
をソビエ ト社会に適用するより30年 も前に,プノ､-リンは 『新 しい支配階級』
- 私有財産に基 くのではなく, 『独占的な』権威 と特権に基 く- の危険性















18) ブ-ー リソ.佐野苧･西雅雄帝『プロレクリ7革命と文化』白紡 社.55-58ベーi>｡
19) S F コ-エソ,塩川仲明訳 『ブ--リソとポリシ1ヴィキ革命』未来社.180べ- リ .
20) プ-ー リン『著作選』昇2巻.43ペ ジーq
21) A N()ve,PoZuwdEconomyandSwzeESbct'dzsm,p.88.










論家としてはともか く,政治家 としては一度も首尾一貫 して反官僚主義闘争を
行ったことがない,という事実がふくまれている2B)｡プ-ー リンに対するレー
ニンの批評- ソフ トな岨24)- は当たっていたのであるD















25) レー ニ ン, ｢労働組合について.現在の情勢について,I.7γキ のー誤りについて｣ 『全集』
第32巻,9べ-ジ｡
｢社会主義革命の退行可能性｣にかんするノー ト (77) 77
専門家問題,労働組合問題等を通 じて,官僚的指導者の最右翼とみなされたし








れないとみたOプロレタリアー トが質 .量 ともに強大で,その物質的基盤であ
る大工業が健在であれば問題はないが,現実はTFにその反対であったOだから,
希望は,プロレタリア党が一貫 してこの現実を改善するための政策をとること
にのみ存在 したO トロイカ (ジノヴィエフ･カーメ不フ ･スターリン)ならび
にスターリソ ･プ-ーリン ･ルイコフの推進するネオ ･ネップは,彼にとって,
この希望をうちくだくものであると映った｡ したがって,革命の挫折は,新 ･
旧プルジョ7ジーによる権力奪還という形態をとることがなくとも,権力を掌
握 している党がプロレタリア的政策を放棄 して,経済 ･社会への介入をやbt),
現実に追随 していれば,党は事実上 新 ･旧 .未来のブルジ｡7ジーの政策推
進者となるにちがいない27㌔ そして,いっの日にか,党は政治権力を本格的な
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ていたのである｡そして,これがいかに逆説的に見えようと,予想が適中した











































た指導者｣,｢労働者階級のエ リー ト｣ という表象であり,そのようなものが現
実に, しかも長期にわたって存続するという予想である｡ ここで明らかに彼女




彼 らはテル ミドールの運命を免れなか ったではないか?
29) レー ニン,｢弟7回党大会報告｣ 『全集』第27巻,134--i;｡
30) 1]-ザ･ルクセンブルク.前掲書.77ページ.
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だが,ここで留意すべきはそのことではないo問題は,ローザが多分に危供
の念を抱いて予想 した事態こそが, レ-こ,/にとっては,最後の.唯一の希望
だった, ということである｡ ｢労農監督部をどう改組すべきか｣ と ｢大会への
手紙｣なとで表明されたいくつかの提案は,まさに結束した護民官集団の設立
を訴えていたのであるOこの段階で,何故レ-ニンは7回大会の言葉 - ｢ひ
とり残らず国家り統治に引き入れる｣- を くりかえさなかったのだろ うかo
そC'),不可能たることをさとっていたからであるO ｢『労働者階級の力』は






をつ くりだしたことは,現実の 『労働者階級の力』を,それに引きず りこませ,





ら, レグィンも次のように言うO ｢レーニンのエl)- ト主義は,たんに政権の
原動力がエリー トであるような状況にたいして役が適応していることを表現し































32) 33) M レグィソ,河合秀和訳『レー ニノの最後の闘争』岩波書店.136ページ｡
34) ラ コフスキ ,ー｢革命に内在する危機｣,｢現代の理論｣第108号,llB,123-124べ-/0,｡
























35) 同上,126ペ - ン.
36) 渓内許,前掲喜.291べ-y｡
37) ドイyチF-,山西英一ほか訳『武力なき予言老トロソキ-』新潮社.457ぺ-1}D
｢社会主養革命の退行可能性｣にかんする/- 卜 (83) 83
さしあた り前者について見れば,雇用は一部で拡大 し (ネップの自然効果プ







である 38)a ｢労働者反対派｣か ら ｢労働者の妾宅 lグループにいたる絶望的反
抗が現実的有&r生をもっていたとは思えないが, ｢農村に両を向け｣,｢ソビエ
トを活気づける｣と同程度に ｢労働者を括気づける｣運動があった形跡 も認め










まりにもよく知 られている｡ したがって, このような状況を現実に突破するこ
とができないかきり,労働者の再生は不可能であるO革命のよびおこした熱狂
38) CfE H Carl,TheZ71Ee"eB77um I923-1924,Chaptet-2,
39) CfP Bell15.Marx芦Jm ard theUSSR.77ze 717eOryOf Pd eta7-Za7乙Dzctatorshゆ
and theMarxz∫tAnalysisOf ▲5♭uzetSbcwLy,pp 220-222,C.Betelhelm, C7LISS
5'か'uggZesln,the USSR 15123-1980,passlm ただし, この程の｢レー ニン･トロッキー
批判｣が往々にして｢マルクス エソゲルス批判｣にまで及ぶことは教訓的である｡


























代 トロッキー ･7ンソF]ジー 』河出書房.150-151ペ ジー｡
41) G ポッ77,G･マルチ不,佐藤荘厳訳 qlスター リン主義を語る』宕汲新書,62ベーク｡
42) 同上.57べIiy｡




命づけられていることにもなる｡ トロッキーが ソビエ ト官僚制をあれほどまで











このように見て くれは,彼が ｢テル ミドー ル反動｣なる用語をふ りまわした
ことが,理論的にも政治的にも,いかに大きな誤 りであったかがわかるOそれ
は,彼と,その追随者の運動を混乱させることにのみ役立ったD どこに誤 りの
核心があるのか? ソビエ ト社会の変質の性格を,この概念が反映 しないから




推進主体の交番であるOまた, トロッキーの予想とはことなって, ｢ソ ビエ
ト･テル ミドー ル｣は,その後,農村における所有関係の変革,すなわち ｢上
からの革命｣にみちひいたのである｡
とは言え,またしても逆説的ではあるが,彼がこれに固執 したことは,彼が








るかO同じことであるが. レ--ン, ト1=ツキー (プ--リンやラコフスキー
を含めて)が期待 した労働者階級の再生は.現在,どの程度まで実現 している
か｡
43) レ ニーン, ｢畳はすくなくても.質のよいものを｣ 『全集』第33巻,523べ-i/.
